
平
成
十
九
年
九
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

五

一

号

緑
資
源
機
構
を
め
ぐ
る
官
製
談
合
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鉢

呂

吉

雄
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緑
資
源
機
構
を
め
ぐ
る
官
製
談
合
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

緑
資
源
機
構
を
め
ぐ
る
官
製
談
合
事
件
は
、
長
年
に
わ
た
り
組
織
的
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
農
林
水
産
省
が
設
置
し
た

「
緑
資
源
機
構
談
合
等
の
再
発
防
止
の
た
め
の
第
三
者
委
員
会
」
（
以
下
「
第
三
者
委
員
会
」
と
い
う
）
が
二
〇
〇
七
年
七
月

二
十
六
日
に
発
表
し
た
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
も
「
発
注
者
側
が
組
織
的
に
継
続
し
て
談
合
を
主
導
し
た
と
さ
れ
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
官
製
談
合
の
中
で
も
悪
質
な
も
の
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

緑
資
源
機
構
の
理
事
長
は
代
々
、
林
野
庁
長
官
が
就
任
し
て
お
り
、
今
回
の
談
合
事
件
は
、
談
合
と
い
わ
ゆ
る
「
天
下
り
」

と
が
結
び
つ
い
た
典
型
的
事
例
で
あ
る
と
と
も
に
、
補
助
金
を
め
ぐ
る
「
政
治
と
金
」
の
問
題
と
し
て
は
、
松
岡
利
勝
元
農
林

水
産
大
臣
の
関
与
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
者
委
員
会
の
前
記
指
摘
を
受
け
、
林
野
庁
は
本
年
八
月
に
緑
資
源
機
構
自
体
を
平
成
十
九
年
限
り
で
廃
止
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
緑
資
源
機
構
の
行
っ
て
い
る
主
要
な
事
業
で
あ
る
緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
（
以
下
「
幹
線
林
道
事

業
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
く
方
針
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
問
題
の
重

大
性
、
緊
急
性
に
鑑
み
、
政
府
に
対
し
て
質
問
す
る
。
な
お
、
国
会
法
第
七
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
り
、
質
問
主
意
書

受
領
か
ら
七
日
以
内
に
答
弁
さ
れ
た
い
。
ま
た
同
様
の
文
言
が
並
ぶ
場
合
で
も
、
項
目
ご
と
に
平
易
な
文
書
で
答
弁
さ
れ
た

一



い
。

�

第
三
者
委
員
会
は
、
前
記
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
談
合
の
問
題
と
し
て
公
正
取
引
委
員
会
が
告
発
し
た
幹
線

林
道
事
業
の
調
査
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
限
ら
ず
、
「
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
談
合
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
」
と
し
、
「
農
林
水
産
省
及
び
林
野
庁
は
緑
資
源
機
構
の
全
事
業
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ

と
を
指
摘
し
た
。

（
�
）

農
林
水
産
省
及
び
林
野
庁
は
、
緑
資
源
機
構
の
全
事
業
に
つ
い
て
官
製
談
合
の
有
無
に
つ
い
て
、
調
査
を
し
た
の

か
、
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

右
調
査
を
し
た
と
す
れ
ば
、
官
製
談
合
の
事
実
は
存
在
し
た
の
か
。
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

も
し
、
右
調
査
を
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
し
な
い
の
か
、
な
い
し
は
い
つ
す
る
の
か
。
具
体
的
に
答
弁
願
い

た
い
。

�

林
野
庁
は
平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
、
「
平
成
二
十
年
度
整
備
課
関
係
予
算
・
概
算
要
求
の
概
要
」
を
発
表
し
、
こ
の

中
で
「
幹
線
林
道
事
業
に
つ
い
て
は
地
方
公
共
団
体
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
」
す
る
こ
と
を
明
記
し
、
そ
の
た
め
の
交
付

金
八
十
億
円
を
平
成
二
十
年
度
の
要
望
額
と
し
て
い
る
。

二



（
�
）

幹
線
林
道
事
業
に
お
い
て
過
去
官
製
談
合
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
関
係
す

る
業
者
が
同
一
の
場
合
、
依
然
談
合
の
継
続
が
危
惧
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
な
ぜ
、
地
方
公
共
団
体
の
補
助

事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
た
め
の
交
付
金
額
ま
で
明
示
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
に
答
弁
願
い
た

い
。

（
�
）

財
務
省
は
、
第
三
者
委
員
会
が
幹
線
林
道
事
業
に
お
い
て
も
談
合
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
、
予
算
を
つ
け
る
つ
も
り
が
あ
る
の
か
。
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
を
、
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

そ
も
そ
も
幹
線
林
道
事
業
は
、
全
国
に
七
箇
所
の
大
規
模
林
業
圏
を
設
定
し
、
各
林
業
圏
内
に
お
い
て
、
幹
線
と

な
る
林
道
を
建
設
す
る
事
業
で
あ
る
と
こ
ろ
、
前
記
「
補
助
事
業
構
想
」
は
、
こ
の
事
業
の
遂
行
の
有
無
を
各
地
方

自
治
体
の
意
思
に
委
ね
る
結
果
、
各
林
業
圏
内
に
お
い
て
自
治
体
を
超
え
て
林
道
の
整
備
が
で
き
な
い
可
能
性
が
生

じ
る
。
こ
れ
は
幹
線
林
道
事
業
の
基
本
で
あ
る
大
規
模
林
業
圏
構
想
と
相
容
れ
な
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
相
容
れ
る

と
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
相
容
れ
な
い
と
考
え
る
の
か
、
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

右
回
答
で
、
相
容
れ
る
と
考
え
て
い
る
場
合
は
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

（
�
）
の
回
答
で
、
相
容
れ
な
い
と
考
え
た
場
合
に
は
、
そ
れ
で
も
幹
線
林
道
事
業
を
地
方
自
治
体
の
補
助
事
業

三



と
し
て
継
続
す
る
理
由
、
合
理
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

日
本
国
政
府
は
二
〇
〇
八
年
に
開
催
さ
れ
る
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
環
境
問
題
を
重
視
す
る
と

伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
幹
線
林
道
事
業
は
、
日
本
で
数
少
な
い
自
然
の
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
事
業
が
行
わ
れ
、

例
え
ば
北
海
道
で
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
オ
オ
タ
カ
、
ク
マ
タ
カ
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
等
、
貴
重
な
野
生
生
物

の
生
息
地
を
縦
断
す
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
の
破
壊
を
伴
う
幹
線
林
道
事
業
は
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
の
理
念
に
反
す
る
大
き
な
環
境
破
壊
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
も
幹
線
林
道
事
業
を
継
続
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


